[bookmark: _Hlk93914675]メカトロニクス技術高度化「集会助成」応募要領（2026年度事業分）

公益財団法人NSKメカトロニクス技術高度化財団
〒141-0032東京都品川区大崎1-6-3(日精ビル)
PHONE:03(5496)5746　FAX:03(5496)5748
E-mail:nsk-fam@nsk.com
本財団は日本精工株式会社（NSK）とそのグループ会社の後援で運営されています。日本精工グループは、Motion & Control をモットーと定め、転がり軸受等の機械要素製品、ボールねじ等の精密機械製品および自動車用電動ブレーキ用等の機械システム製品など、メカトロニクス技術を支える機械製品の製造販売を行っています。
本財団の「集会助成」は日本国内で開催されるメカトロニクス技術に関する国際会議、国際研究集会等の開催に対して選考の上、その開催費（準備費を含む）の一部を助成対象とするものです。この点をご理解のうえ「集会助成」応募者は所定の申請書に必要事項を記入の上当財団に提出して下さい。
	1
	集会助成
対象領域
	(1) 集会助成の対象領域は、メカトロニクス技術に関するものです。ここでメカトロニクス技術とは、機械の運動に関する技術と運動の電子制御に関する技術を一体化した技術で、要素技術、基礎技術、システムおよび応用を含みます。詳しくは研究開発への助成の「1. 研究の対象」をご覧下さい。
(2) 本年度の助成対象集会は、大学、試験研究機関、学会等が主催し、国内で開催される国際研究集会とします。ただし、総会、年次大会など国内学会の定期大会は除きます。集会予算として6,000万円を上限目安とします。
(3) 実行委員会の名簿提出、集会のホームページが立ち上がっている事を条件とします。

	2
	応募者の
資格（註1）
	応募者の資格は次の機関に所属して常勤する研究者（註2）とします。
(1) 大学（附置研究所を含む）
(2) 高等専門学校（準ずるものを含む）
(3) その他当財団が認めた研究機関

	3
	助成の金額
	原則として１件あたり50万円を限度とします。

	4
	集会　　　の開催日
	原則として　前期分2026年9月～2027年6月
　　　　　　後期分2027年3月～2027年12月
（集会助成対象領域の(1)-(3)を確認下さい。）

	5
	申請書の
作成
	E－3ページからE－4ページは「集会助成」申請書フォーマットです。
文書はフォント明朝10.5ptを用いて下さい。
(1)「集会助成」申請書のE－3（捺印必要）のみをPDF
(2)「集会助成」申請書E－3を含む全頁をPDF（捺印無し、コピーペースト可能）
（１）（２）の両方をE－Mailでnsk-fam@nsk.comへ送付。

	6
	応募
締切期日
	年２回とします。
	
	応募締切期日(E－Mail必着)

	前期
	2026年 6月26日(金)

	後期
	2026年11月20日(金)




	7
	選考
	当財団で審査・選考の上、その採否を本人に通知します。

	8
	研究助成金
の贈呈
	助成金は採択決定の通知後贈呈いたします。

	9
	報告
	開催後2ヵ月以内に当財団所定の様式（E-5からE-7）により報告書を提出して下さい。

	10
	その他
	(1) 予稿集等を送付して下さい。
(2) 学会誌等で報告をする場合、当財団の助成金交付を受けた旨を記載下さい。
(3) 会議への招待状を1部送付して下さい。


（註 1） 応募者は実行委員長（実行委員長が教育研究機関に所属していない場合は実務担当者）とする。
（註 2） 博士の学位を有し、かつ教授、准教授、講師ならびにこれらに準ずる者

E－2

	財団記入整理Ｎｏ．


公益財団法人NSKメカトロニクス技術高度化財団
理事長　　内　山　俊　弘　殿
　　　　年　　月　　日

メカトロニクス技術高度化「集会助成」申請書（2026年度事業分）

	実行委員長　氏名
	
	印
	

	実務担当者　氏名
	
	印
	

	所属機関・部局等
	
	役職
	

	専攻・学科等
	
	TEL
	

	同上所在地
	〒
	携帯
	

	
	

	E-mail
	

	集会HPのURL
	




下記の通り「集会助成」を申請します。
	集会名称
	

	主催団体名
代表者（註１）
	

	共催、協賛、後援
	



	開催期間
	

	開催場所
	

	予定参加者数
	国内　　名　　海外　　名

	予算（万円）
	（収入の部）




（支出の部）




	希望助成額（万円）
	


（註１）企画書等がございましたら（コピーでも可）一部添付して下さい。

	集会趣旨、概要
























	プログラム、日程











	「集会助成」の募集を知った一番の情報源の番号を記入下さい。
1 学内・所内案内、② 当財団HP、③ 知人紹介、④ インターネット
⑤ ポスター、⑥ 日本精工からの働きかけ、⑦ 他助成財団HP、⑧ その他
	



Ｅ－4

	財団記入整理Ｎｏ．


公益財団法人NSKメカトロニクス技術高度化財団
理事長　　内　山　俊　弘　殿
　　年　　月　　日

メカトロニクス技術高度化「集会助成」報告書（2026年度事業分）

	報告者氏名
	
	印
	

	所属機関・部局等
	
	役職
	

	専攻・学科等
	
	TEL
	

	同上所在地
	〒
	携帯
	

	
	

	E-mail
	




貴財団の「集会助成」を受けて、会議が終了しましたので、下記の通り報告致します。

	集会名称
	

	主催団体名
代表者
	

	共催、協賛、後援
	



	開催期間
	　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日

	開催場所
	

	参加者数
	国内　　名　　海外　　名

	参加国
	




記入上の注意事項
集会で使われた印刷物、又集会後に成果として発行された印刷物（又はそのコピー）のご提出をお願いします。（但し大部の場合は相談させて頂きます）
Ｅ－5

	集会の実施概要、成果








































Ｅ－６
	収支決算書








































Ｅ－７

